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発掘（企業・テーマ） ネツトワーク形成 研究開発支援 事業化支援

産学官連携強化事業の支援概要産学官連携強化事業の支援概要

ひろしま技術移転センター事業：大学の研究成果を権利化・技術移転

橋渡し 連携

特許流通支援活動：企業等の未利用特許を技術移転

技術移転

 の 促 進

4th Stage4th Stage

広島県中小企業
・ベンチャー総合
支援センター

開発成果の販路
開拓に係るﾏｯﾁﾝｸﾞ

新事業展開促進販

 路開拓支援

新技術・新製品を
県外専門展示会
等へ出展

ベンチャー企業等の創

 
業・新事業展開を支援

連携 橋渡し

5th Stage5th Stage

技術シーズ発掘

新産業の創出に結びつ

 
く大学等の技術シーズを

 
発掘するため、大学研究

 
室を訪問し、意見交換

コーディネート活動

人的ネットワークを構築

 
し、シーズとニーズを

 
マッチング

シーズの発掘

1st Stage1st Stage

成長が見込まれる産業分野

 
の産業シーズ・ニーズを探索

次世代産業創出支援

研 究 開 発 助 成
制 度 の 活 用

◆地域イノベーション創出研

 
究開発事業

◆戦略的基盤技術高度化支

 
援事業

◆産学連携実用化開発助成

 
事業

 

等

事業化を重視した
研究開発の推進

3rd Stage3rd Stage

※補助金制度等利用ガイド

 
ブックの発行

人的ﾈｯﾄﾜｰｸ形成・強化

ﾊﾞｲｵﾏｽ事業化推進ﾌｫｰﾗﾑ

中国地域に豊富に存在する木

 
質系ﾊﾞｲｵﾏｽ等を利活用を促進

共同研究支援

新技術の動向、利用方法等を

 
産学官共同で研究等を促進

『戦略的産業活力活性化研究

 
会』等を運営し、国等の研究開

 
発助成制度へ橋渡し

2nd Stage2nd Stage

技 術 研 究 会

ＭＯＴ人材育成事業

技術を経営に活かすことので

 
きる経営者や技術マネージャ

 
を養成

カーエレクトロニクス推進支援事業
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産学官の連携強化産学官の連携強化

シーズの発掘

～コア企業や新たなシーズの発掘～

① 技術シーズ発掘事業
② 次世代産業創出支援事業

③ コーディネート活動

1st Stage1st Stage1st Stage
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①技術シーズ発掘事業①技術シーズ発掘事業

実施日 訪問研究室 参加者

H20.

 
6.19 広島工業大学

 
田村研究室（情報工学科） ２７名

H20.

 
7.

 
7 広島工業大学

 
大谷研究室（情報工学科） ３２名

H20.

 
7.16 近畿大学

 
市川研究室（建築学科） ３８名

H20.

 
7.29 近畿大学

 
自動車技術研究センター ９７名

H20.

 
8.

 
4 近畿大学

 
藤本研究室（電子情報工学科） ３２名

H20. 8.21 福山大学

 
町支研究室（薬学部） １５名

H20. 8.26 福山大学

 
坂口研究室（機械システム工学科） ２９名

H20. 9.10 福山大学

 
井ノ内研究室（生物栄養科学科） ２４名

H20. 9.17 広島国際大学

 
石原研究室（感性デザイン学科） ２３名

H20.10.10 広島市立大学

 
石光研究室（情報科学研究科） ２６名

H20.10.14 広島大学

 
加藤研究室（工学研究科） ２０名

H20.10.24 広島大学

 
鈴木研究室（工学研究科） ４３名

企業、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ等と大学の研究室等を訪問し、研究内容
 の説明を受けるとともに事業化に向けた意見交換会等を実施
 ■訪問件数：１０研究室程度

藤本研究室訪問

H20年度
 実 績

1st Stage 〔シーズの発掘〕1st Stage1st Stage 〔シーズの発掘〕



P.41st Stage 〔シーズの発掘〕1st Stage1st Stage 〔シーズの発掘〕

②次世代産業創出促進事業②次世代産業創出促進事業
今後大きく成長が見込まれ，新たな振興を行うべき産業分野

 について、企業ニーズ踏まえ産学における取組みの誘発を目
 的とし、

 
セミナー等を実施

■テーマ数：２テーマ

年度 テーマ 概 要 参加者

H19 クラスター・
シンポジウム

オープン・イノベーションの時代のものづくり戦略に

 ついて，具体的な事例を交えながら議論
517名

航空機関連産業地

 域セミナー
他産業への波及効果も大きく見込まれる、航空機

 関連産業の現状や将来展望などを議論
132名

ひろしまＲＴイノベー

 ションフォーラム
ＲＴ（ﾛﾎﾞｯﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰ）を活用し、ものづくり産業の生

 産性や高付加価値化の向上などを議論
102名

H20 環境ビジネスセミ

 ナー
環境関連ビジネスについて，実践的・具体的

 に地域中小企業がビジネス化していくための

 取組方法などを議論

各

100名

 程度

 （予定）
太陽電池・太陽光

 発電産業セミナー
成長性・重要性を理解し，ビジネスチャンスを

 などを議論

《参考》
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産学官の連携強化産学官の連携強化

人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化
～情報交換の場の提供、シーズ・ニーズ提供～

① 共同研究支援事業
② 技術研究会事業《提案中》

③ ＭＯＴ（技術経営）人材育成事業《提案中》

④ ﾊﾞｲｵﾏｽ事業化推進ﾌｫｰﾗﾑ《提案中》

⑤ カーエレクトロニクス推進支援事業

2nd Stage2nd2nd StageStage
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①共同研究支援事業①共同研究支援事業

名 称
広島県｢農業施設環

 境制御技術研究会｣

広 島 県 超 音 波 利 用

研究会

広島県照明光通信技

 術研究会

目 的

農工連携による新た

 な技術開発を目的とし

 て、農業に係わる産業

 技術の応用を幅広く

 検討

超音波技術の産業技

 術への応用技術（動

 力エネルギー、情報・

 計測等）について幅広

 く検討

次世代の光通信手段

 の技術確立と産業技

 術への投入を幅広く

 検討

参加機関 産：16、学：3、官等：2 産：24、学：1、官等：2 産：23、学：１、官等：２

開催回数 3回程度 3回程度 3回程度

成長が期待される大学の技術シーズ等を対象に、技術の開発
 動向、利用方法等に関する研究会活動を支援

技術シーズ発掘事業（大学研究室訪問）等を通じて研究会活動への
 展開の可能性を探索

■ねらい

2nd Stage〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕22nd StageStage〔〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕
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②  技術研究会事業②  技術研究会事業
コア技術・関連技術を有する企業・大学・研究機関等で
構成する研究会を組成し、新事業創出を促進

戦略的産業活力

 活 性 化 研 究 会

本県に幅広く集積する自動車部品メーカ等を中心としたメン

 バーにより、技術課題の抽出や効果的な取り組み等を検討

〔参画機関：１１４（産：９１，学：９，官等：１４）〕

炭素繊維強化複

 合 材 料 研 究 会

広島県立総合技術研究所と連携しながら、素材大手や県内の

 自動車部品メーカ等により、自動車部品等における低コストの

 素材や加工技術の実用化を検討
〔参画機関：９０（産：７７，学：３，官等：１０）〕

画 像 処 理 活 用

研 究 会

広島県立総合技術研究所の画像処理技術を活用し、自動車部

 品に限らず一般機械、電気機器、食品など幅広い分野を検討

〔参画機関：１２１（産：１０４，学：６，官等：１１）〕

フードテクノひろ

 しま

広島県総合技術研究所と連携し、食品加工・品質保持・機能性・

 新素材開発技術などに関する最新情報の入手、製品化に活か

 すなどの対応を検討

 
〔参画機関：６８（産：６１，学：３，官等：４）〕

■ねらい
各参加機関の技術ニーズ・シーズをマッチングさせ、次年度以降の国等の助成事

 業（地域イノベーション創出研究開発事業等）等への提案を目指す

2nd Stage〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕22nd StageStage〔〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕
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技術を経営に活かすことのできる経営者や技術マネー
 ジャーを養成するため，ＭＯＴ（技術経営）の講習会を開催

●開催場所：福山市内
●受講対象 ：企業に勤務する者
●募集人員 ：２５名
●受

 
講

 
料：２万円/名

●研修内容 ：大学及び企業の講師によるＭＯＴの概論・財務会計戦略・
事例研究を６回講義

●受講生 ：募集定員：２５名を超える３０名／

２７社が受講

〔平均２３名超（受講率７６．６％）〕

■事業内容

■H20年度実施状況

③ＭＯＴ（技術経営）人材育成事業③ＭＯＴ（技術経営）人材育成事業
2nd Stage〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕22nd StageStage〔〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
・次は「④産学環境人材連携強化事業」です。

　

・環境関連産業創出を目的とした技術開発を促進するため、

　産学官連携により，企業の技術者を対象として，環境関連技術の

　基礎知識，基本技術等を習得するための講座を開講致しました。



・昨年度に次いで２年目ということで、「廃棄物等の循環技術システム」

　というテーマを掲げ、NPO法人広島循環型社会推進機構、広島県

　環境関連産業創出推進協議会と連携して準備を進め、

　９月１５日に開講式、特別講演会を開催し、

　閉講式を行った２月９日の公開講座を含め、１０回の講義を実施

　いたしました。



・今年度も募集枠を超える申込みを戴き、１社１名として、３５名に受講

　いただきました。

・閉講式では、出席率７０％以上の優良受講者２５名に修了書を授与

　させていただきました。　　（修了率：　７１．４％）

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　平成１７年度修了率　３４名／４３名受講　　修了率：　７９．１％�



P.92nd Stage〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕22nd StageStage〔〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕

④  ﾊﾞｲｵﾏｽ事業化推進ﾌｫｰﾗﾑ④  ﾊﾞｲｵﾏｽ事業化推進ﾌｫｰﾗﾑ
中国地域に豊富に存在する木質系ﾊﾞｲｵﾏｽ等を利活用を促進し、

 利活用技術の普及促進と関連産業の創出を図る

協議会の設立 企業、大学、公設研、自治体等で構成するﾊﾞｲｵﾏｽ利用技術

 事業化推進協議会（仮)の設立に向け準備

事業化内容、課題

 の検討
事業化内容、事業化に向けた課題（搬出地、搬送、加工適地

 等）

研究開発の支援 補助制度等を活用し、事業化に必要な技術開発を支援

■企業、大学、公設研、自治体等で構成
■事業化内容、課題の検討
■研究開発の支援

ﾊﾞｲｵﾏｽ利用技術事業化推進協議会（仮)
中国地域ﾊﾞｲｵﾏｽ協議会
（中国NBC、産総研等）

広 島 県

■新産業・新事業の創出
■ﾊﾞｲｵﾏｽ利活用技術の普及

連携
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⑤ カーエレクトロニクス推進支援事業⑤ カーエレクトロニクス推進支援事業

急速に進展している自動車部品のエレクトロニクス化に対応す
 るため，カーエレクトロニクス推進センターを設置・運営し，研究開
 発及び人材育成の両面で，県内企業のカーエレクトロニクス化への

 取組みを強力に支援

カーエレクトロニクス推進センターカーエレクトロニクス推進センター
コーディネート機能

・企業ニーズの把握

・研究課題の抽出

・企業連携の推進

・競争資金獲得支援

 

等

研究開発の推進 人材育成の推進

モデルベース開発、Ｃ

 ＡＥ、組込みソフトなど、

 カーエレクトロニクス関

 連の人材育成プログ

 ラムの開発・実施

行
政
・支
援
機
関

等

連
携
連
携

カーエレクトロニクス・クラスターの形成

「環境技術分野」、「安

 
全・情報化技術分野」、

 
「 エレキ基盤技術分

 
野」における研究開発

 
プロジェクトの組成・推

 
進

大
学
・公
設
試

等

連
携
連
携

2nd Stage〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕22nd StageStage〔〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕
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コーディネーターによる研究開発の支援

ＷＳ ＷＳ ＷＳ ＷＳ ＷＳ ＷＳ ＷＳ ＷＳ ＷＳ

技術情報の

 
提供

ネットワーク

 
形成

コンソーシア

 ムの組成

環境技術
分野

安全・情報化
分野

エレキ
基盤技術分野

【支援スキーム】

【研究開発テーマ（合計３４テーマのうちの一部を抜粋）】
環境技術分野

電池関連（ＢＰＭ・キャパシター・Ｌｉイオン電池）

ＨＥＶ用ワイヤーハーネス

電動ウォーターポンプ

電動コンプレッサー／高効率エアコンシステム

電動ドアクロージャーシステム

インテリジェントシートシステム

高温化・高精度電流センサー

赤外線センサー

ヒートシンク

安全・情報化技術分野

ＩＴＳ（インターネットＮＡＶＩ）

ＨＭＩの開発

音声認識システム

アクティブノイズコントロール（ＡＮＣ）

ドアモジュールを利用した

ドアスピーカーの高音質化＆軽量化

平板スピーカーによる軽量化

自動車へのカメラ応用

デフロイアブルボンネットシステム

エレキ基盤技術分野

企業誘致検討会

ＪＶ及び技術提携検討会

地域内カーエレ設備検討会

カーエレ人材育成検討会

システム開発の効率化検討会

ＪａｓＰａｒ／ＡＵＴＯＳＡＲ

ＩＳＯ２６２６２／Ｓｐｉｃｅ

ベンチマーキング拠点施設有効利用

WS・・・ワークショップ

2nd Stage〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕22nd StageStage〔〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕

戦略的産業活力活性化研究会

エレクトロニクス化分科会

カーエレクトロニクス研究会
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複数の自動車部品サプライヤー等がベンチマーキング対象車両を共同で購入

 し，解体・解析を行い他社の技術動向把握を低コストで実施することで，技術

 開発を促す。

ベンチマーキング拠点施設

ワークショップ（33テーマ）による技術開

 
発に関連するパーツについては，大学，

 
公設試も参画

参加希望企業（県内自動車部品
サプライヤー）

③外装
②内装

①エンジンルーム

電動スライドドア
カメラ付き電動ミラー
ドアモジュール
傷害軽減ボディ

 

等

インパネ・メーター類
空調システム
パワーシート
バックモニター
乗員検知システム

 

等

2nd Stage〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕22nd StageStage〔〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕

各種ＥＣＵ
ＨＥＶシステム（バッテリー

 
パ ッ ク モ ジ ュ ー ル ， ワ イ

 
ヤーハーネス）
フロントエンドモジュール
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人材育成 （財）ひろしま産業振興機構カーエレクトロニクス推進センター （株）広島ソフトウェアセンター（連携）

モデルベース
開発研修

ＣＡＥ研修
組込みソフト

人材研修
（初級）

組込みソフト
人材研修

（上級）

開催場所：（株）広島テクノプラザ，（財）ひろしま産業振興機構，福山大学社会連携研究開発推進センター，（株）広島ソフトウェアセンター

近 畿 大 学

広 島 大 学

広島市立大学

広島工業大学

福 山 大 学

・マ

 

ツ

 

ダ

 

（株）

・解析ソフトウェア会社（７社）

地元自動車関連企業 講師派遣企業

広島県商工労働局

広島県立総合技術研究所 西部工業技術センター 生産技術アカデミー

（財）福岡県産業・科学技術振興財団（連携）

講師派遣 学生受講

支 援

産

学

官

講師派遣

中国経済産業局

講師派遣/カリキュラム提供

産学官連携による人材育成プログラムの企画・運営

社会人受講

2nd Stage〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕22nd StageStage〔〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕
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自動車関連産業を中心としたエレクトロニクス化の促進

産学官連携による人材育成プログラムの企画・運営

2nd Stage〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕22nd StageStage〔〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕

モデルベース開発研修 ＣＡＥ研修

基礎研修 応用研修 導入研修 実践研修

ハードウェアやソ

 ストウェアで構成

 される制御システ

 ムをシュミレーショ

 ンモデルを使って

 開発する手法を習

 得

■募集人数

・社会人：10名

×2Gr
・学

 
生：

 
5名
×3大学

基礎研修修了者を

 対象に参加企業

 の個別開発テーマ

 に即した研修を実

 施

■参加人数

社会人：２０名

自動車の機能・構

 造，環境・安全等

 ■募集人数

延べ１００名

ＣＡＥ基礎・応用・

 演習、計測評価

 ■募集人数

延べ１００名

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
続いて，事業の概要ですが，

実施期間は，来年1月～平成22年3月を想定しておりますが，経済産業省の補助事業により実施するもので，今年度においては，カリキュラム・シラバスの作成等を行い，平成２０年度から研修を実施して参ります。

研修内容としては「モデルベース開発技術の習得」をテーマに基礎理論，ソフトウェア操作から機能安全の視点で国際標準化が予定されているISO26262に向けた取り組み等を想定しております。

具体的なカリキュラム等の策定は，企業のニーズ調査を実施した結果を踏まえ，今年度中に設置する運営委員会で諮った上で決定していきたいと考えております。



使用するソフトウェアについてはモデルベース開発の標準的なツールとも言える「MATLAB/Simulink」を想定しておりますが，このソフトは，マツダやトヨタなどの自動車関連企業を始め，デンソー等の電子関連企業等で活用されており，今後，加速的に普及することが予想されています。

なお，現在実施されているこのソフトの研修は，東京や大阪などの大都市圏のみで実施されており，研修時間も半日又は１日と短く，受講料も数万円と高額になっているため，県内中小企業には，参加機会に恵まれていなかった面がありますが，今回の事業により，８０時間程度をかけて操作から実習までの本格的な研修内容とし，無料で行うこととしております。



研修の展開方法としては，基礎的な研修と，企業毎の課題等をカテゴリ別のテーマとして，さらに深掘りする応用研修を実施することとし，また，技術融合の視点から，今回のメインターゲットである自動車関連産業だけでなく，電子部品や産業機械部品等の関連企業も対象として展開していきたいと考えております。



研修の対象者としては，継続的な人材確保という観点から，社会人だけでなく学生も対象とし，県内の工学系学部を有する大学の授業の中でも活用されるよう関係大学と連携して，事業展開を図って参ります。

なお，研修の実施場所は，社会人向けには「広島テクノプラザ」，学生向けにはこのプロジェクト参加大学における実施を予定しております。



募集人員は社会人が年間延20名程度，学生は参加大学の事情にもよりますが，全体で10～20名程度を想定しております。

その他「モデルベース開発」の啓蒙・普及活動として「公開セミナー」も開催する予定としております。

（参考）

・事業計画書…資料7　　　・平成19年12月14日…内示　　　　・（次頁へ）�
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カーエレクトロニクス事業の広域連携
【目標】

 

2010年代の各種規制等に向けた対応に係る体制整備、及び、中国地域発の自動車技術・部品のグローバル

 
展開（事業化）を実現するために、中国地域内の強化から国内連携、海外市場へと、段階的に推進していく。

2005(H17) 2006(H18) 2007(H19) 2008(H20) 2009(H21)

Phase
3

海外

展開

Phase
2

国内

連携

Phase1

域内

強化

広
島

岡
山

(産学ﾈｯﾄﾜｰｸ形成)

●[H18NOVA調

 
査]

ｶｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ化

戦略策定

(技術開発等プロジェクトの

 
発掘・醸成)

(域内連携・ﾏｯﾁﾝｸﾞ)
－広島県東部、鳥取県、岡山県

●[H19NOVA調査]
ｶｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ化の

ための国内及び

海外との連携可能

 
性の検討

●[展示商談会]
ﾄﾖﾀｸﾞﾙｰﾌﾟへ
販路拡大

(地域企業のﾆｰｽﾞ収集)

●[展示商談会]
日産ｸﾞﾙｰﾌﾟへ
販路拡大

●[H21NOVA調査(案)]
ｶｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽの国際標準

 
規格に係る対応及び海

 
外展開方策の検討

●[展示商談会]
ホンダｸﾞﾙｰﾌﾟへ

販路拡大

●[H20NOVA調査]
ｶｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ分野の

競争力強化のため

の九州地域との連

携方策の検討

●[商談会]
海外市場での販路開拓

カーエレクトロニクス
推進センター

 

設置

岡山県次世代自動車
関連技術研究会

 

設置

●[産研調査等]
中国地域自動車関
連産業の振興政策
立案

戦略的産業活性

 
化研究会

 

設置

(産学ﾈｯﾄﾜｰｸ形成)

(欧州産学官連携ﾓﾃﾞﾙの検証)

ゴール

2nd Stage〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕22nd StageStage〔〔人的ﾈｯﾄﾜｰｸの形成・強化〕
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産学官の連携強化産学官の連携強化

① 地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出研究開発事業

② 戦略的基盤技術高度化支援事業

③ 産学連携実用化開発助成事業

事業化を重視した研究開発の推進
～産学官共同研究を目指した事業を展開～

3rd Stage33rdrd StageStage
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都市ｴﾘｱ産学官連携促進事業

大学発事業創出実用化

 研究開発事業

地域ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ創出研究開発事業

（一般型・地域資源活用型） 産学官の共同研究支援

大学シーズの実用化を助成

基礎研究

 

－－→

 

応用研究

 

－ － →

 

実用化研究

 

－－→

 

事 業 化

市場遠
市場近

ハ
イ

 
リ

 
ス
ク

ロ
ー
リ
ス
ク

大学等での研究

（文部科学省

科研費等）

文部科学省

ＮＥＤＯ技術開発機構 ひろしま産業振興機構

核をなす大学等の有する技術シーズと企業

 ニーズが連鎖的に技術革新を促すシステム

 を支援

新事業展開

新産業創出

戦略的基盤技術高度化

支援事業（ｻﾎﾟ･ｲﾝ）

特定モノ作り基盤技術の研究

 開発に対する支援

産学連携実用化開発

 助成事業

産学官連携のもと

 
に取組む、即効性

 
のうる応用・実用

 
化開発を助成

経済産業省

研究・技術開発助成施策の活用概要研究・技術開発助成施策の活用概要
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■制度の概要

◆研究期間：２年以内

 

◆研究開発費：１年目・３千万円～１億円以内，２年目・５千万円以内
◆Ｈ２１年度公募期間： Ｈ２１年４月１日～４月２２日

 

（一般型の場合）

① 地域イノベーション創出研究開発事業① 地域イノベーション創出研究開発事業

産学官の研究開発資源の最適な組み合わせからなる研究体を組織し，最先端

 の技術シーズをもとに新製品開発を目指す実用化開発を実施

委託

提案
経済産業省

（中国経済産業局）

＜管理法人＞

 
(財)ひろしま産業振興機構

＜研究実施者＞

民間企業大学等 研究機関

総括事業代表者 アドバイザー

① 一般型 地域の新産業・新事業の創出に貢献しうる製品の開発。ブロック経済を越える

程度に広域的にイノベーションを起こす可能性のある研究開発。

②地域資源活用型 地域に存在する資源を活用した、新製品の開発をめざす実用化技術の研究

開発。県域を越えブロック経済にイノベーションを起こす可能性のある研究開発。

3rd Stage〔事業化を重視した研究開発の推進〕33rd StageStage〔〔事業化を重視した研究開発の推進〕
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テーマ名 研究実施者 研究開発の概要

多段金型温度制御

 ホットスタンピング工

 法とそのＣＡＥ技術

 の構築

広島大学，福山大学，岡山大学，県立総

 合研究所西部工業技術センター生産技術

 アカデミー，㈱キーレックス，マツダ㈱，㈱

 今西製作所

複雑加工に要する時間を短縮し

 高温での連続加工を可能とする

 型温度制御ホットスタンプ技術と，

 そのシミュレーション技術の開発

ナノ表面改質による

 早期骨組織再生型

 多孔質インプラント

 の開発

広島大学，近畿大学，トーヨーエイテック㈱，

 ㈱キャステムエンジニアリング，㈱ジー

 シー，㈱ツーセル

速やかな骨組織再生を行う技術を

 確立し，難易度の高い患者に対す

 る治療を可能とする歯科インプラ

 ントの開発

粘弾性インデックス

 に基づく血管ストレ

 スモニタリングシス

 テム

広島大学，県立広島大学人間文化学部，

 県立総合技術研究所西部工業技術セン

 ター生産技術アカデミー，日本光電工業㈱，

 ㈲MIZOUE PROJECT JAPAN，㈱デルタ

 ツーリング，㈱日本マイクロシステムズ

血管の粘性・弾性の指標から，手

 術時の病態変化の予測や，自動

 車運転の際の眠気防止の早期検

 出が可能となるモニタ等を開発

■２０年度からの継続テーマ

年度 応募数 被採択数

２０ ８ ４

■当財団の年度別の応募・採択状況

3rd Stage〔事業化を重視した研究開発の推進〕33rd StageStage〔〔事業化を重視した研究開発の推進〕
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■制度の概要

中小企業のものづくり基盤技術の高度化に関する法律

中小企業者：研究開発等計画の作成 経済産業大臣の認定

認定計画にもとづく支援

◆研究期間：３年以内

 
◆期間中の研究費：９．75億円以内

◆Ｈ２１年度公募期間： Ｈ２１年４月１日～５月１５日

② 戦略的基盤技術高度化支援（ｻﾎﾟ・ｲﾝ）事業② 戦略的基盤技術高度化支援（ｻﾎﾟ・ｲﾝ）事業

「ものづくり基盤技術」を持つ中小企業と最終製品を提供する大企業等との密

 接な連携により、製造業の国際競争力強化と新たな事業を創出

委託

提案
経済産業省

（中国経済産業局）

＜事業管理者＞(財)ひろしま産業振興機構

基盤技術を有する中小企業

中小企業 大企業 研究機関

3rd Stage〔事業化を重視した研究開発の推進〕33rd StageStage〔〔事業化を重視した研究開発の推進〕
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テーマ名 研究実施者 研究開発の概要

表面改質型焼

 結技術の開発
㈱アカネ，丸善工業㈱，㈱システ

 ムアートウェア，(有)広常産業，広

 島県立総合技術研究所西部工業

 技術センター，(独)産業技術総合

 研究所

「多軸通電焼結法」を使っ

 て，自動車のエレクトロニ

 クス化に対応した，より性

 能の高い放熱部品を生

 産する焼結技術の開発

■２０年度からの継続テーマ

年度 計画認定 応募数 被採択数

１８ ６ ５ １

１９ ５ ５ １

２０ ２ ２ １

■当財団の年度別の応募・採択状況

3rd Stage〔事業化を重視した研究開発の推進〕33rd StageStage〔〔事業化を重視した研究開発の推進〕

【日刊工業新聞H20.9.11】
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③産学連携実用化開発助成事業③産学連携実用化開発助成事業
県内中小企業が大学または公設試との連携のもとに取り組む開

 発を支援し、即効性のある応用・実用化開発費の一部を助成

■ 事業概要

助成額・率 １５０万円以内／件、助成率２／３以内

採択予定件数 ４件程度

助成対象者 県内中小企業

■事業スキーム

県内中小企業等

大学・公設試等

開発
成果

応
用
・
実
用
化

連携

3rd Stage〔事業化を重視した研究開発の推進〕33rd StageStage〔〔事業化を重視した研究開発の推進〕

ひ
ろ

し

ま

産

 振

 構

■平成20年度実績

公募件数 採択件数 倍率

14件 ６件 2.3倍

助成金

 申 請

助成金

交 付
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産学官の連携強化産学官の連携強化

技術移転の促進

大学の研究成果を権利化し、企業へ技術移転

企業等の未利用特許を中小企業へ技術移転

①ひろしま技術移転センター運営事業

② 特許流通支援活動事業

4th Stage44thth StageStage
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企 業 大 学 等

○

 

大学等が保有する技術シーズの

移転に係る相談

○

 

大学等が保有する技術シーズ情報の提供

○

 

企業が求める大学等の技術シーズの探索

○

 

産学共同研究等の斡旋

○

 

大学等が保有する技術シーズの移転

○

 

移転先企業における事業化支援

○

 

技術シーズの発掘

○

 

技術シーズの特許化に関する相談

○

 

技術シーズの評価

○

 

産学共同研究等の斡旋

○

 

技術シーズの特許化及び特許の維持管理

○

 

技術シーズの移転

○

 

企業の技術情報等の提供

○

 

技術移転野後の実施料等の還元

○

 

産学連携人材の育成

企業及び大学

 等訪問件数
技術シーズ

発掘件数

企業に対する実施許諾件数
（ＨＴＣの関与により大学等が

契約したものを含む）

事業化

件数

１，０００件

（１，１１２件）

２５０件

（１９０件）

５０件

（２１件）

５件

（２件）

■ 事業数値目標

 
注：（

 

）内は，H21.2.28現在の実績

■ 事業概要

①
 

ひろしま技術移転センター運営事業①
 

ひろしま技術移転センター運営事業

4th Stage〔技術移転の促進〕44th StageStage〔〔技術移転の促進〕
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企業会員入会状況

広島地区 呉地区 東広島地区 福山地区 その他県内 県 外 合 計

１５５社

（５２．７％）

１８社

（６．１％）

２４社

（８．２％）

７９社

（２６．９％）

１１社

（３．７％）

７社

（２．４％）

２９４社

（100.0％）

大学等会員の入会状況

国立大学等 （３校） 公立大学 （２校） 私立大学（６校）

●●広島大学広島大学
●呉工業高等専門学校
●広島商船高等専門学校

●県立広島大学

●広島市立大学

●近畿大学工学部

 

●呉大学
●広島工業大学

 

●広島国際学院大学
●広島国際大学

 

●福山大学

他地域の承認ＴＬＯとの連携状況

承認ＴＬＯ名 連携協定締結日 参加大学

（有）山口ＴＬＯ

 

他５ＴＬＯ 平成２１年１月２０日 ３８大学等（高専含む）

（財）北九州産業学術推進機構 平成１７年７月２８日 ８大学等（高専を含む。）

(株)オムニ研究所 平成１７年９月

 

８日 ３大学

※※広島大学は平成広島大学は平成2020年年44月月11日から共同運営者日から共同運営者

Ｈ２０年度事業進捗状況

4th Stage〔技術移転の促進〕44th StageStage〔〔技術移転の促進〕
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＜大学＞
研究成果

＜企業＞
事業化

＜ＨＴＣ＞
技術移転＜ＨＴＣ＞

権利化

＜ＨＴＣ＞
ロイヤリ
ティ収入

＜ＨＴＣ＞
研究資金
の還元

知的創造サイクルの推進

【Ｈ２０年度】
■上半期新規事業化件数１件→ロイヤリティー収入実績（５件）

下半期新規事業化件数１件→ロイヤリティー収入予定（１０件）

【Ｈ２１年度】
■新規事業化件数５件を目標とし，ロイヤリティー収入の増加を図る

事 業 目 標

4th Stage〔技術移転の促進〕44th StageStage〔〔技術移転の促進〕
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地域型特許流通コーディネーターによる無料支援

企業訪問 ニーズの掘起し、シーズ調査、シーズの紹介

指導相談 技術移転、技術導入、ライセンス契約ほか

マッチング推進 ・提供企業と導入企業との橋渡し、シーズ情報の紹介
・他の支援事業との連携・橋渡し（補助事業等）

② 特許流通支援活動事業② 特許流通支援活動事業
開放特許シーズ（企業・大学・研究機関）を中小企業に紹介、技

 術移転を支援し、県内中小企業の新規事業化や技術改革を創出

事業内容

企業訪問 ニーズ把握 案件紹介 実施許諾

H21年度 170件 40件 40件 5件

目標値

4th Stage〔技術移転の促進〕44th StageStage〔〔技術移転の促進〕
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２ 産学官の連携強化２ 産学官の連携強化

①
 

びわ湖環境ビジネスメッセ2009 《提案中》

②
 

県内ビジネスフェア開催事業

③
 

首都圏等ビジネスフェア出展事業

④
 

東京広島県人会マッチング支援事業

開発成果の販路開拓に係るﾏｯﾁﾝｸﾞ
～専門展示会への出展支援や商社等とのマッチング～

5th Stage55thth StageStage
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①びわ湖環境ビジネスメッセ2009①びわ湖環境ビジネスメッセ2009
新たな事業を生み出す可能性の高い循環型産業を中心とした拠

 点構成企業の新技術・新製品を、県外の専門展示会へ出展。

展示会名 びわ湖環境ビジネスメッセ２００９（第12回）

開 催 日 平成21年10月21日（水）～10月23日（金）

開 催 場 所 滋賀県立長浜ドーム（滋賀県長浜市）

出 展 企 業 ６社程度

新事業を展開する企業の販路拡大と新事業創出を目的としたネット
 ワーク形成を促進

《Ｈ２０年度実績》
 

■商談成立：９件、
 

578万円
（H21.2.28現在）

 
■商談中：２３件、1,235万円見込

Attachment5th Stage〔開発成果の販路開拓に係るﾏｯﾁﾝｸﾞ〕5th Stage〔開発成果の販路開拓に係るﾏｯﾁﾝｸﾞ〕

プレゼンター�
プレゼンテーションのノート�
・本事業は、県内企業の新製品・新技術について、展示発表の場を設け、販路拡大を支援しようとするものです。

・今年度は、滋賀県にて開催される「びわ湖環境ビジネスメッセ２００７」への出展しております。

本展示会は、BtoBに特化した見本市として高く評価されており、昨年度は　３６，５１０名の参加がございました。

・ブースでは新製品・新技術の展示の他、特設プレゼンブースを設置し出展各社のビジネスプランの発表会なども合わせて開催し、ビジネスチャンスや雇用機会としての「出会いの場」と致しました。�
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